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「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

年
寄
り
が
働
い
て
金
を
も
ら
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。」

　

様
々
な
団
体
の
代
表
が
集
ま
っ
た

あ
る
会
議
の
中
で
の
座
長
の
発
言
で

し
た
。
私
は
、
ま
、
確
か
に
そ
う
い

う
一
面
は
あ
る
な
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
理
解
不
足
と
思
え
る
言
い
よ
う

に
反
論
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
一
件
、
冷
静
に
考
え
ま
す
と
座

長
が
理
解
不
足
な
の
で
は
な
く
、
こ

れ
が
世
間
一
般
の
理
解
で
あ
り
、
そ

れ
を
置
き
去
り
に
し
て
き
た
私
た
ち

関
係
者
の
努
力
不
足
に
よ
る
も
の
と

大
い
に
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
50
年
に
江
戸
川
区
に
第
１
号
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
、サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
定
年
は
55
歳
で
し
た
。

　

こ
ん
な
時
代
に
、
高
齢
者
の
就
業

対
策
で
は
な
く
、
今
後
の
高
齢
化
の

進
展
、
定
年
年
齢
の
延
長
、
年
金
制

度
の
変
化
な
ど
を
予
想
し
た
上
で
高

齢
者
社
会
の
な
か
で
の
全
く
新
し
い

発
想
に
基
づ
く
高
齢
者
の
働
く
仕
組

み
と
し
て
発
足
し
た
の
で
す
。
そ
の

仕
組
み
は
、
高
齢
者
が
自
主
的
に
組

織
を
作
り
、
受
注
か
ら
就
業
の
提
供

ま
で
行
い
、
会
員
の
過
去
に
培
わ
れ

た
経
験
と
能
力
を
生
か
し
、
働
く
こ

と
を
通
じ
仲
間
づ
く
り
や
健
康
の
維

持
、
社
会
参
加
の
喜
び
を
得
、
ひ
い

て
は
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
の
法
制
化
を
経
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
全
国
に

広
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

第
１
号
の
発
足
か
ら
43
年
、
今
日

で
は
セ
ン
タ
ー
数
は
１
，
３
１
４
、

理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
を
共
有
し
、
73
万
７
千
人
の

会
員
が
全
国
各
地
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

会
員
は
、
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
働
き
方

は
、
原
則
請
負
、
派
遣
な
ど
で
就
業

時
間
は
週
20
時
間
ま
で
と
決
め
ら

れ
、
余
暇
は
趣
味
の
同
好
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
仲
間
と
と
も
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期

間
を
健
康
寿
命
と
定
義
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
静
岡
県
の
平
成
28
年

の
健
康
寿
命
は
男
性
72
・
6
歳
で
6

位
、
女
性
75
・
4
歳
で
13
位
と
全
国

有
数
の
健
康
長
寿
県
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
県
全
体
の
平
均

年
齢
は
72
・
３
歳
で
あ
り
ま
す
が
、

総
じ
て
会
員
は
健
康
で
あ
り
、
県
民

の
健
康
長
寿
に
寄
与
し
て
い
る
と
思

う
と
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
、
生
涯
現
役
社
会
の

実
現
を
前
に
、
私
は
、
額
に
汗
し
て

嬉
々
と
し
て
働
く
会
員
や
懸
命
に
仲

間
作
り
に
励
む
会
員
の
姿
を
み
て
、

シ
ル
バ
ー
会
員
は
、「
生
涯
現
役
社

会
構
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
世
界

に
類
を
見
な
い
冠
た
る
制
度
と
い
わ

れ
て
久
し
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
関

係
者
は
、
会
員
の
活
躍
も
合
わ
せ
、

こ
の
こ
と
を
も
っ
と
広
く
発
信
し
つ

づ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

生涯現役社会
勝
かつまた

又 武
たけとし

利 会長公益社団法人静岡県シルバー人材センター連合会

プロフィール

憩いの広場

昭和 17 年生まれ、中央大学卒業
平成 14 年　沼津市役所退職
平成 16 年　沼津市振興公社退職
平成 16 年　沼津市シルバー人材センター常務理事
平成 20 年　同センター副理事長
平成 26 年　同センター理事長　現在に至る
平成 28 年　公益社団法人静岡県シルバー人材センター連合会会長
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高
齢
者
の
芸
術
活
動
の
促
進
と
創
作
活
動
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
等
を

目
的
と
し
て
、平
成
９
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
す
こ
や
か
長
寿
祭
美
術
展
」

（
当
財
団
・
静
岡
県
主
催
、
静
岡
市
・
浜
松
市
共
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

21
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
県
内
各
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
６
部
門
３
１
８
点

の
出
品
が
あ
り
、
審
査
員
に
よ
る
審
査
で
県
知
事
賞
を
は
じ
め
、
69
点
の
入
賞

作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
や
ま
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

２
０
１
８
（
平
成
30
年
11
月
開
催
））
の
静
岡
県
・
静
岡
市
・
浜
松
市
の
代
表

選
考
会
も
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。

表
彰
式
　

1
月
20
日

一
般
公
開   

1
月
19
日
〜
28
日

　

入
賞
し
た
作
品
の
う
ち
、
上
位
の

14
作
品
と
最
高
齢
者
の
２
作
品
の
表

彰
を
県
立
美
術
館
講
堂
で
行
い
ま
し

た
。

　

県
知
事
賞
（
６
作
品
）
を
静
岡
県

健
康
福
祉
部
髙
橋
邦
典
福
祉
長
寿
局

長
か
ら
、
当
財
団
理
事
長
賞
（
６
作

品
）
及
び
後
援
者
賞
（
２
作
品
）、

最
高
齢
者
賞
を
当
財
団
佐
古
伊
康
理

事
長
か
ら
授
与
し
ま
し
た
。

（
次
頁
参
照
）

　

全
３
１
８
（
日
本
画
26
、
洋
画

１
４
７
、
彫
刻
24
、
工
芸
53
、
書

25
、
写
真
43
）
作
品
を
９
日
間
に
わ

た
り
、
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
・
公
開
し
ま
し
た
。
期

間
中
は
１
６
１
２
人
の
来
場
者
が
あ

り
、
シ
ニ
ア
の
力
作
一
つ
一
つ
を
熱

心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
展
示
作
業
の
補
助
や
受
付

業
務
を
、当
財
団
の「
は
つ
ら
つ
ネ
ッ

ト
ふ
じ
の
く
に
」
会
員
の
皆
様
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
御
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
に
よ

り
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

すこやか長寿 78 号 4

特 報

髙橋局長あいさつ

作品を鑑賞する来場者

　
～
シ
ニ
ア
の
芸
術
美
の
祭
典
～

　
第
21
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
術
展
を
開
催
！

県知事賞賞状授与
（日本画部門　加藤弘美さん）
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県
知
事
賞
（
各
部
門
1
点
）

桜（樹木）に歴史を感じ重みのあ
る絵になっています。構図も作者
の意図が伝わってきます。見応え
があります。色彩も調和がとれて
いて美しい。好感の持てる作品に
なっています。

日常生活の中、やさしく身の回り
に訪れる自然の息づかいを感じま
す。堅実な技法とやわらかい色調
のバランスが好感を抱く作品です。

カラーエッチングの重厚な力強さ
が魅力的です。虫食いのキャベツ
の葉の穴の形や幻想的な雰囲気に
醸し出されたイメージと色彩が音
楽のようで美しい。訢求力のある
出色の作品です。

粘土で制作した柔らかさが作品全
体を包み、温かい雰囲気を出して
います。ゆったりとした量感とブ
ロンズに見えるような彩色が彫刻
作品として、見応えのあるものに
しています。

墨色と文字が融和して、自然の流れ
で上手にまとめあげている。個々の
文字も工夫され、明るく心地よい作
品となっている。

県知事賞受賞の皆様
左から加藤弘美さん、小原榮さん、岡田力三さん、鈴木淳一さん、
仙田暢子（萌雲）さん、溝口詮さん

多く見かける祭の写真ですが、裸
の主役の人が大きな鈴を片手に祭
のクライマックスに酔い、担ぎ上
げられ、最高潮の状態を大変レン
ズワーク良く写し撮ったセンスが
素晴らしいです。

【日本画部門】
「樹魂」

加藤　弘美　74歳　浜松市北区

【工芸部門】
「山里の秋」

鈴木　淳一　84歳　磐田市

【洋画部門】
「キャベツ（自然農法）」
小原　榮　75歳　沼津市

【彫刻部門】
「心・母と子の絆」

岡田　力三　86歳　浜松市北区

【書部門】
「夏目漱石『我輩は猫である』より」
仙田　暢子（萌雲）　79歳　御殿場市

【写真部門】
「祭り一番」

溝口　詮　70歳　袋井市

※
敬
称
略　

年
齢
は
平
成
30
年
１
月
19
日（
美
術
展
初
日
）
現
在　

氏
名
下
の
説
明
は
審
査
員
の
寸
評



後
援
者
賞
（
洋
画
・
工
芸
各
1
点
）

最
高
齢
者
賞
（
男
女
各
1
点
）

すこやか長寿 78 号 6

財
団
理
事
長
賞
（
各
部
門
1
点
）
※
敬
称
略　

年
齢
は
平
成
30
年
１
月
19
日（
美
術
展
初
日
）
現
在

【洋画部門】
「ゆらゆらと」

赤堀　静子　77歳　掛川市

【彫刻部門】
「マイフレンド」

田中　康紀　77歳　長泉町

【書部門】
「論語の一節」

鈴木　惠雲　79歳　御殿場市

女性【書部門】
「七言二句」

岡村　芳江　97歳
静岡市駿河区

男性【写真部門】
「チョッと一服」
水野　義彦　98歳

沼津市

中日賞
【工芸部門】
「お母さんといっしょ/ひまわり」

眞野　好弘　70歳
沼津市

静岡新聞社・静岡放送賞
【洋画部門】
「生きてさえいればきっと…」
中村　秀子　69歳
浜松市南区

【写真部門】
「竜神の舞」

中坂美喜子　78歳　浜松市南区

【日本画部門】
「傘寿」

今泉　正巳　81歳　浜松市中区

【工芸部門】
「イタリアの街フレンツエ」
大庭　修二　71歳　長泉町

財団理事長賞受賞の皆様
左から今泉正巳さん、赤堀静子さん、田中康紀さん、大庭修二さん、
鈴木惠雲さん、中坂美喜子さん

※紙面の関係上、金賞、銀賞、銅賞の入賞者については、当財団ホームページをご覧ください。
※平成 31年度の第 22回美術展は、今回同様 12～ 1月頃に開催予定です。ねんりんピック紀の国
わかやま 2019（平成 31年 11月開催予定）の本県代表の選考会を兼ねます。



　

表
彰
式
の
後
、作
品
発
表
と
講
評（
佐
々

木
隆
志
審
査
委
員
長
）
を
行
い
ま
し
た
。

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

松
井
孝
彦
子
さ
ん （
浜
松
市
）

「
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）か
ら
の
脱
出
」

　

自
分
の
病
に
積
極
的
に
立
ち
向
か
い
、

見
事
に
復
活
し
た
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

何
事
に
も
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
ま
ず
挑

戦
し
て
み
よ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

小
笠
原
泰
子
さ
ん （
静
岡
市
）

「
笑
顔
こ
そ
最
高
の
会
話
」

　

言
葉
が
足
り
な
く
て
も
笑
顔
が
あ
れ
ば

人
生
を
楽
し
く
さ
せ
、
嬉
し
い
時
だ
け
で

な
く
、
失
敗
し
た
時
も
大
い
に
役
立
つ
こ

と
、
何
事
に
も
肯
定
的
に
生
き
よ
う
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
３
位

木
下
郁
美
さ
ん
（
静
岡
市
）

「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
さ
」

　

ふ
だ
ん
生
徒
た
ち
が
「
死
」
を
口
に
し

て
、
や
る
せ
な
い
思
い
が
、
あ
る
生
徒
の

突
然
の
死
を
経
験
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
よ

り
命
の
尊
さ
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
さ
れ
ま
し
た

●
学
生
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

東
海
大
学
静
岡
吹
奏
楽
団
に
よ
り
「
明

日
が
あ
る
さ
」「
加
山
雄
三
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」「
糸
」
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

●
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
優
勝
し
た
杉
山
ペ

ア
と
キ
ッ
ズ
に
よ
る
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

●
落
語
特
別
公
演

　

静
岡
市
清
水
区
出
身
の
真
打
・
春
風
亭

百
栄
師
匠
に
よ
る
落
語
公
演
が
行
わ
れ
、

会
場
を
大
い
に
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

佐古伊康　大会会長の挨拶

左から小笠原さん、松井さん、木下さん

表彰式
グランプリ受賞の松井孝彦さん（右）
西谷祐一　大会実行委員長（左）

入
賞
者
の
表
彰
式

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

入
賞
作
品
の
発
表
と
講
評

第
18
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
を
開
催
！

　
平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）
静
岡
県
立
美
術
館
講
堂
に
お
い
て
、「
す
こ
や
か
長
寿

祭
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
熟
年
世
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
と
世
代

間
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、「
す
こ
や
か
長
寿
祭
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
」
を
は
じ
め
、

美
術
展
表
彰
式
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
佐
古
伊
康
大
会
会
長
（
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
理
事
長
）
が
大
会

の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
明
る
く
豊
か
で
健
や
か
な
高
齢
社
会
を
つ
く
る
た

め
、高
齢
の
方
が
知
恵
と
経
験
を
社
会
に
訴
え
て
欲
し
い
と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
内
各
地
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
１
０
０
点
の
中
か
ら
、
一
次
・
二
次

の
審
査
会
を
経
て
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
３
点
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

生
き
が
い
づ
く
り・
健
康
づ
く
り・
絆
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

すこやか長寿 78 号7

東海大学静岡吹奏楽団の皆さん杉山ペアの
見事な演技

春風亭百栄師匠



◆
う
つ
病
と
は

　

う
つ
病
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
に

は
、
人
の
こ
こ
ろ
を
動
か
し
て
い
る
バ
ッ
テ

リ
ー
が「
放
電
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
」
し
た

状
態
に
例
え
る
と
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
病
気
に
罹
る
と
、「
気
分
が
ひ
ど

く
沈
み
込
む
」、「
何
事
に
も
興
味
が
持
て

な
い
」、「
お
っ
く
う
で
や
る
気
が
涌
か
な

い
」、「
倦
怠
感
や
疲
労
感
が
抜
け
な
い
」
と

い
っ
た
症
状（
表
１
）
が
２
週
間
以
上
も
続

い
て
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
ま
で
に
な
り

ま
す
。「
悲
観
的
な
考
え
ば
か
り
が
頭
の
中

を
駆
け
巡
り
、
不
安
で
胸
が
締
め
付
け
ら
れ

る
」、「
眠
れ
な
い
」、「
食
欲
も
減
退
し
て
痩

せ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
訴
え
も
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
う
つ
状
態
が
長
引
く
と

自
殺
行
動
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
に
気

を
付
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
本
稿
で

は
、
高
齢
者
の
う
つ
病
に
お
け
る
問
題
点
と

対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
う
つ
病
の
特
徴

　

高
齢
者
の
生
活
は
多
く
の
「
喪
失
体
験
」

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
親
者
（
配
偶
者
・

兄
弟
・
友
人
な
ど
）
と
の
死
別
は
悲
し
い
だ

け
で
な
く
、
自
身
に
と
っ
て
も
「
そ
の
時
を

避
け
て
は
通
れ
な
い
」
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
退
職
す
る
こ
と
で
社
会
的
役
割
と

収
入
を
失
う
こ
と
で
、
生
き
が
い
を
見
失
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
体

力
、
感
覚
、
思
考
力
の
低
下
を
実
感
し
て
健

康
感
や
自
信
が
揺
ら
げ
ば
、「
老
い
る
こ
と

へ
の
不
安
」
や
「
孤
独
」
と
の
闘
い
が
待
っ

高
齢
者
の
う
つ
病

静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

副
院
長
　
大お

お
は
し橋

　
裕

ゆ
た
か 

さ
ん

① 気分が落ち込む・沈み込む
② 興味・関心や喜びの消失
③ 不眠
④ 食欲不振・体重減少
⑤ 活力の減退・思考力や集中力の低下
⑥ 疲れやすさと倦怠感
⑦ 意欲・気力が涌かない
⑧ 不安やイライラに胸が締め付けられる
⑨ 死への思い、自殺行動

〈うつ病の症状〉表 1

すこやか長寿 78 号 8
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大橋 裕 副院長 プロフィール
昭和 63年  浜松医科大学医学部卒業、
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平成２年４月  国立小諸療養所精神科
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平成 19年４月より社会復帰部長
平成 24年４月より現職
日本精神神経学会専門医
日本睡眠学会認定医
日本時間生物学会評議員



て
い
ま
す
。
重
大
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ト
レ
ス
状
況
か
ら
、
う
つ
を
発
病
す
る
高
齢

者
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者

の
う
つ
病
に
よ
く
見
ら
れ
る
経
過
を
例
示
し

ま
す
。

●
仮
性
認
知
症
：
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

極
端
に
低
下
し
て
思
考
力
や
集
中
力
が
停
滞

し
た
結
果
、「
ボ
ー
っ
と
し
て
反
応
が
鈍
く

な
る
」、「
物
忘
れ
が
目
立
つ
」
な
ど
が
観
察

さ
れ
、
ま
る
で
認
知
症
が
発
症
し
た
よ
う
に

見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
激
越
う
つ
病
：
理
由
の
な
い
不
安
や
焦
り

に
苛
ま
れ
て
、「
落
ち
着
か
な
い
」、「
ジ
ッ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
」、「
声
を
上
げ
て
し
ま

う
」
な
ど
の
焦
燥
感
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
よ

う
な
言
動
が
目
立
ち
ま
す
。

●
妄
想
を
伴
う
う
つ
病
：
先
に
述
べ
た
よ
う

な
「
老
い
の
心
理
」
を
反
映
し
て
、
身
体
の

不
調
と
金
銭
的
な
問
題
へ
の
強
度
の
心
配
や

こ
だ
わ
り
が
観
察
さ
れ
ま
す
。「
お
腹
が
張
っ

て
食
べ
ら
れ
な
い
」、「
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
便

通
が
な
い
」
と
い
っ
た
胃
部
不
快
や
便
秘
症

状
へ
の
こ
だ
わ
り
、「
生
活
費
が
足
ら
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
経
済
的
不
安
な

ど
を
繰
り
返
し
、
こ
れ
ら
が
高
じ
る
と
、「
お

腹
が
空
か
な
い
、
内
臓
が
腐
っ
て
し
ま
っ

た
」、「
財
産
が
全
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
」

な
ど
と
病
的
な
不
安
（
う
つ
病
に
よ
る
妄

想
）
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

は
非
現
実
的
な
思
考
に
取
り
つ
か
れ
て
い
る

こ
と
を
客
観
的
に
認
識
で
き
な
い
た
め
、
時

に
「
妄
想
」
が
そ
の
人
の
行
動
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

◆
う
つ
病
に
い
ち
早
く
気
付
く

　

高
齢
者
に
特
徴
的
な
「
う
つ
」
を
紹
介
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
が
「
憂
う
つ
」・「
意
欲

低
下
」・「
疲
労
感
」
と
い
っ
た
典
型
的
な
う

つ
症
状
を
訴
え
な
い
の
で
、
し
ば
し
ば
、「
う

つ
病
」
と
し
て
認
識
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た

り
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り

し
ま
す
。
特
に
、「
激
越
う
つ
病
」
で
は
強

い
苦
痛
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
ま
た
、「
妄
想

を
伴
う
う
つ
病
」
で
は
「
不
治
の
病
に
罹
っ

て
し
ま
っ
た
」、「
お
金
が
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
な
い
」
な
ど
の
悲
観
的
な
思
考
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
、
衝
動
的
な
自
殺
行
動
の
危
険
が

高
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に

防
ぎ
、
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
取
り
戻
す
た

め
に
も
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
う
つ
病

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
変
化
を
表
２
に
上
げ

て
み
ま
し
た
。
う
つ
病
を
発
症
す
れ
ば
、
ご

家
族
に
は
「
普
段
と
は
違
う
」
様
子
が
感
じ

ら
れ
る
は
ず
で
す
の
で
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン

に
気
付
い
た
ら
専
門
医
へ
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
は
相
談
し
て
も
い

い
か
と
思
い
ま
す
。
う
つ
病
の
療
養
に
は
時

間
が
必
要
で
す
が
、
こ
こ
ろ
の
バ
ッ
テ
リ
ー

が
し
っ
か
り
と
充
電
さ
れ
れ
ば
、
回
復
が
期

待
で
き
ま
す
。

① 無口になった、一日中ボーっとしている
② 好きなことや趣味に興味がもてなくなる
③ 朝早くから目が覚めてしまう
④ 食欲がめっきり落ちた、やせてきた
⑤ 表情が乏しくなった
⑥ 不安や心配事が尽きない
⑦ 身体の不調を訴えるが、病院に行っても異常は
　見つからない（胃腸症状、頭痛、息苦しさなど）
⑧ お金のことを過剰に心配する
⑨ オロオロ、ソワソワしてジッとしていられない

表 2 〈高齢者のうつ病を見逃さないために〉
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焼
津
市
「
瀬
戸
川
を
愛
す
る

会
」
の
大
村
公
民
館
と
協
働
し

た
活
動
が
、
昨
年
10
月
、
静
岡

県
公
民
館
大
会
に
於
い
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
県

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な

ど
か
ら
の
賞
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
地
域
を
流
れ
る
瀬

戸
川
を
活
用
し
、
川
の
大
切
さ

や
自
然
環
境
の
変
化
等
を
伝
え

た
り
、
長
年
に
わ
た
り
住
民
同

士
の
交
流
や
子
供
達
の
地
域
学

習
に
貢
献
し
て
き
た
活
動
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
は
会
長
の
押
尾
さ

ん
ら
自
治
会
の
役
員
Ｏ
Ｂ
が
、

「
自
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
、
少

し
は
地
域
の
為
に
、
そ
し
て
子

供
達
に
も
川
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
活
動
を
し
よ
う
」
と
地

域
全
戸
に
声
を
掛
け
、
平
成
16

年
に
77
名
で
ス
タ
ー
ト
。
河
原

の
清
掃
や
樹
名
板
設
置
、
堤

防
花
壇
の
管
理
を
は
じ
め
、
夏

の
「
瀬
戸
川
で
遊
ぼ
う
」
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
コ
ー
ロ
ン
を
仕

掛
け
て
魚
捕
り
を
し
た
り
、
水

鉄
砲
を
作
っ
て
水
遊
び
、
更
に

は
ミ
ニ
水
族
館
や
石
磨
き
な

ど
、
今
で
は
馴
染
み
の
薄
く
な

っ
た
楽
し
い
遊
び
を
提
供
し
、

子
供
達
も
大
喜
び
で
す
。
冬
に

は
野
鳥
愛
護
協
会
の
方
の
協
力

も
頂
き
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
ハ
イ
キ
ン
グ
と
芋
煮
会
で
、

鳥
・
魚
・
樹
木
等
の
様
々
な
自

然
観
察
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
七
夕
飾

り
の
後
の
竹
を
貰
い
受
け
、
い

か
だ
を
作
っ
て
試
乗
し
な
が
ら

河
原
の
景
観
調
査
も
し
て
し
ま

お
う
！
と
３
年
程
続
け
ま
し
た

が
、
材
料
を
手
に
入
れ
る
事
が

難
し
く
な
り
、
残
念
な
が
ら
今

は
中
断
。
わ
ん
ぱ
く
遊
び
み
た

い
な
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
ね
。

　

今
年
は
15
年
目
を
迎
え
、
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
上
流
地
域

と
の
交
流
や
全
国
の
瀬
戸
川
を

訪
ね
る
旅
な
ど
実
行
で
き
た

ら
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
皆

で
集
ま
っ
て
活
動
し
な
が
ら
、

も
っ
と
多
く
の
方
々
に
瀬
戸
川

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
が
自

分
達
の
役
目
で
あ
る
と
一
層
感

じ
て
い
ま
す
。」
と
も
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

事
務
局
長
の
長
島
さ
ん
や

会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ

か
ら
も
「
楽
し
も
う
！
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
先
導
役
と

し
て
、「
面
白
く
て
楽
し
く
て
、

た
め
に
も
な
る
活
動
」
を
期
待

し
て
い
ま
す
！

（
志
太
・
榛
北
地
区
生
き
が
い
特
派
員
　
増
田
昌
江
）
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地
域
の
瀬
戸
川
を

　
　
　

愛
し
て
楽
し
む

川遊びで大喜びの子供たち

バードウォッチング後の楽しい芋煮会

押尾会長（左）と
事務局長の長島さん

（
焼
津
市
）

押お

す

お尾 

完か

ん

じ治 

さ
ん

地域密着情報　特派員だより①



　

２
０
１
７
年
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
秋
田
大
会
の
水
泳
競
技
に
参

加
し
た
大
塚
安
孝
さ
ん
（
82

歳
）
は
、
80
歳
以
上
の
50
ｍ
自

由
形
と
25
ｍ
背
泳
競
技
に
出
場

し
て
、
自
由
形
で
は
１
位
、
背

泳
で
は
２
位
と
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

同
競
技
の
静
岡
県
出
場
選
手

は
２
名
少
な
く
て
リ
レ
ー
競
技

が
組
め
ず
、
参
加
で
き
な
く
て

残
念
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
秋
田
県
営
水
泳
場
で

２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
開

会
式
で
は
地
元
の
高
校
生
が
太

鼓
の
演
奏
で
迎
え
て
く
れ
、
と

て
も
印
象
に
残
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
大
会
は
特
に
、
80
歳
以
上

の
部
が
12
人
と
多
く
参
加
さ
れ

た
と
の
こ
と
。

　

大
学
時
代
の
同
級
生
や
知
人

も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
ま
た
、

他
県
の
選
手
と
交
流
が
出
来
た

こ
と
が
非
常
に
良
か
っ
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
天
竜
川
で
遊
ん
で
泳
い
で

い
て
、
高
校
で
本
格
的
に
水
泳

を
始
め
、
高
校
３
年
時
に
は
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
水
泳
競
技
を
大
学
ま
で

続
け
て
い
ま
し
た
。
50
歳
の
時

に
友
人
に
誘
わ
れ
、
近
く
の
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始

め
、
そ
の
後
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

に
出
場
し
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

は
今
回
で
５
回
出
場
し
て
い
ま

す
。

　

水
泳
の
練
習
は
、
近
く
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
週
３
回

１
５
０
０
ｍ
泳
い
で
い
ま
す
。

水
泳
の
他
に
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
ま
す
。
肩
を
悪
く
し
て

か
ら
は
、
体
の
柔
軟
性
を
付
け

る
た
め
、
練
習
前
の
ス
ト
レ
ッ

チ
に
時
間
を
か
け
怪
我
を
し
な

い
よ
う
に
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
も
豊
富
で
一
時
期
は

カ
イ
ト
ボ
ー
ト
に
夢
中
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
じ
っ
と

し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
で
、
今

で
も
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

（
講
師
の
資
格
を
保
持
）
を
続

け
、
沖
縄
の
海
へ
は
仲
間
と
よ

く
行
か
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

水
泳
の
魅
力
は
「
体
の
負
担

が
少
な
く
、
高
齢
者
に
向
い
て

い
て
、
若
さ
も
保
た
れ
良
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、

「
70
代
の
時
に
怪
我
や
病
気
を

し
て
、
長
く
泳
げ
な
い
時
期

が
あ
っ
た
が
、
水
泳
を
継
続
し

た
い
一
心
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て

き
た
。
記
録
で
は
な
く
、
体
の

続
く
限
り
水
泳
を
長
く
続
け

て
い
き
た
い
し
、
マ
ス
タ
ー
ズ

の
大
会
や
２
年
後
の
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
に
選
手
と
し
て
出
場
し

た
い
」
と
年
齢
に
は
見
え
な
い

若
々
し
い
顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

（
磐
田
・
周
智
地
区
生
き
が
い
特
派
員
　
長
谷
川
久
彰
）

すこやか長寿 78 号11

（
磐
田
市
）

大お
お
つ
か塚 

安や
す
た
か孝 

さ
ん

５０ｍ自由形のスタート
大塚さんは写真左端

秋田県立総合プール（秋田市）にて
大塚さんは写真右

地域密着情報　特派員だより②

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
水
泳
競
技
に
参
加
し
て
」



　

京
都
市
生
ま
れ
の
福
井
さ
ん

は
平
成
元
年
、
50
歳
の
時
に
浜

松
市
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
お
住
い
の
地
区
の
副
自

治
会
長
と
し
て
、
防
犯
・
防
災
・

交
通
安
全
・
お
祭
り
な
ど
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。「
常
に
世

の
た
め
、
人
の
た
め
、
浜
松
の

た
め
に
頭
と
身
体
を
使
っ
て
い

ま
す
」
と
パ
ワ
フ
ル
な
福
井
さ

ん
の
想
い
は
深
く
て
熱
い
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
浜
松
市
を
住
み
よ
い
街
に
す

る
た
め
の
推
進
活
動
。
福
井
さ

ん
の
調
べ
に
よ
る
と
、「
自
治

体
別
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
７
」
で
は
浜
松
市
の
総

合
順
位
は
２
２
２
位
」
魅
力
的

な
都
市
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
は
、
問
題
点
を

検
証
し
本
気
で
改
革
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

ま
ず
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
中

区
か
ら
！
と
意
気
込
み
は
止
ま

ら
な
い
。
福
井
さ
ん
は
熱
い
想

い
と
は
裏
腹
に
、
優
し
さ
と
親

し
み
を
感
じ
る
笑
顔
が
素
敵
な

男
性
で
女
性
フ
ァ
ン
も
多
い
ら

し
い
。
さ
て
、
そ
の
福
井
さ
ん

が
改
善
し
た
い
と
感
じ
て
い
る

問
題
点
は
三
つ
。
ま
ず
一
つ
め

は「
街
な
か
活
性
化
の
推
進（
未

来
へ
の
投
資
）」
具
体
案
と
し

て
市
内
中
心
部
に
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
の
拠
点
と
し
て
ド
ー
ム
を

建
設
し
、
都
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
。
二
つ
目
に
「
交
通
事
故

ワ
ー
ス
ト
１
の
返
上
」
運
転
者

へ
の
注
意
喚
起
で
は
な
く
、
運

転
者
に
わ
か
り
や
す
い
道
路
標

識
の
設
置
や
、
歩
き
ス
マ
ホ
の

規
制
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。
そ

し
て
、
三
つ
目
に
「
景
観
問
題

へ
の
取
り
組
み
」
景
観
を
保
つ

た
め
に
、
広
告
看
板
、
の
ぼ
り

旗
の
規
制
と
電
柱
の
地
中
埋
設

化
の
推
進
を
提
案
し
て
い
る
。

以
上
の
三
つ
は
そ
う
な
れ
ば
良

い
が
、
そ
の
う
ち
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、
私
自
身

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
そ

の
や
っ
て
く
れ
る
誰
か
が
福
井

さ
ん
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
常
に
弱
者
の
目
線
で

物
事
を
捉
え
、
少
し
で
も
浜
松

が
良
く
な
れ
ば
と
日
々
尽
力
さ

れ
て
い
る
福
井
さ
ん
の
趣
味
は

ゴ
ル
フ
。「
一
度
だ
け
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
出
し
た
事
も
あ
る

よ
」
と
話
さ
れ
た
時
の
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

（
浜
松
南
部
地
区
生
き
が
い
特
派
員
　
川
村
美
紀
）

こ
れ
か
ら
も
浜
松
の

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す

すこやか長寿 78 号 12

（
浜
松
市
中
区
）

福ふ

く

い井 

晃
あ
き
ら 

さ
ん1962 年、日独青少年交歓派遣団の同窓会にて

趣味のゴルフでリフレッシュ

地域密着情報　特派員だより③



黄
色
野
菜
な
ど
を
意
識
し
て
毎
日
の
食
事
に
取
り
入
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

　

ど
の
地
域
で
も
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
が
不
足
、
と
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
、
食
塩
摂
取
量
の
多
さ
も

各
地
域
に
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
お
塩
の
と
り
か
た
に

気
を
つ
け
す
ぎ
て
、
食
欲
が
な
く
な
り
、
食
事
量
が
減

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
低
栄
養
に
つ
な
が
る
た

め
問
題
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
、

適
塩
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

毎
日
口
に
す
る
も
の
か
ら
、
私
た
ち
の
身
体
は
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
食
品
・
料
理
を
、

楽
し
ん
で
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

静
岡
県
で
は
、
以
前
か
ら
、
健
康
課
題
の
見
え
る
化

を
す
す
め
て
お
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

方
や
血
圧
の
高
い
方
が
県
東
部
地
域
に
多
い
な
ど
、
地

域
に
よ
っ
て
健
康
状
態
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
を
探
る
た
め
、
県
健
康
増
進
課
で
は
、
県

民
の
皆
様
の
生
活
習
慣
や
食
品
・
栄
養
摂
取
の
状
況
、

健
康
に
対
す
る
意
識
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
県
民
健

康
基
礎
調
査
や
健
康
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
へ
向
け
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
高
齢
の
方
の
食
の
あ
り
方

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
調
査

の
結
果
か
ら
、
今
回
は
、
60
歳
以
上
の
方
の
食
事
状
況

に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。

　

分
析
に
使
っ
た
の
は
、
平
成
25
年
と
28
年
の
県
民
健

康
基
礎
調
査
、
食
品
摂
取
頻
度
調
査
※

　

60
歳
以
上
の
男
性
５
０
６
人
、
女
性
６
４
１
人
、
合

計
１
，
１
４
７
人
の
デ
ー
タ
で
、
伊
豆
、
東
部
、
中
部
、

西
部
の
４
地
域
（
図
参
照
）
に
分
け
て
食
べ
方
の
違
い

を
み
ま
し
た
。

●
伊
豆
地
域
：
乳
類
、
卵
類
、
野
菜
類
の
摂
取
が
多
く
、

低
栄
養
の
予
防
に
は
望
ま
し
い
食
事
で
し
た
。
た
だ
、

食
事
量
が
多
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、
肥
満
の
方
は
食
べ

る
量
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
干
物
や
漬
物
な
ど

塩
味
の
強
い
食
品
を
他
の
地
域
よ
り
、
よ
く
食
べ
て
い

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

●
東
部
地
域
：
白
い
ご
飯
を
食
べ
る
回
数
が
少
な
く
、

そ
の
代
わ
り
に
め
ん
類
や
味
の
付
い
た
ご
飯
な
ど
を
主

食
と
し
て
食
べ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
豆
地
域
に
次
い
で
、
干
物
な
ど
塩
味
の
強
い
食
品
を

食
べ
る
回
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
味
付
け
も
含
め
て
、
お

塩
の
と
り
か
た
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
中
部
地
域
：
豆
類
、
種
実
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
、

藻
類
な
ど
を
食
べ
る
回
数
が
他
の
地
域
よ
り
多
く
、
多

様
性
の
あ
る
食
生
活
の
よ
う
で
す
。
毎
日
、
野
菜
料
理

を
あ
と
一
皿
プ
ラ
ス
す
る
と
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
良
く

な
り
ま
す
。

●
西
部
地
域
：
他
の
地
域
に
比
べ
、
た
ん
ぱ
く
質
が
少

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
簡
単
な
食
事
で
済
ま
せ
る

日
が
続
く
時
な
ど
は
、
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
、
乳

製
品
な
ど
を
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ど
の
地
域
も
カ
ル
シ
ウ
ム
は
不

足
し
て
い
ま
し
た
が
、
西
部
地
域
で
は
特
に
少
な
い
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。
大
豆
・
大
豆
製
品
、
乳
製
品
、
緑

地
域
の
課
題
に
合
っ
た

　
食
べ
方
で
健
康
長
寿
！

結
果
か
ら
み
た

各
地
域
の
食
べ
方
の
ポ
イ
ン
ト

健
康
長
寿
に
向
け
て

静
岡
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

すこやか長寿 78 号13

健康づくりのポイント

※「食品摂取頻度調査」…調査票にあげた料理・
食品について、過去 1 ヶ月間に飲食した回数と、
おおよその量をたずねる調査方法

〈県内 4地域の分け方〉



　しずおか健康いきいきフォーラム 21 の構成組織としずおか健康づくりサポーターの連携・協働による健康
づくり活動の活性化や相互の交流を図ることを目的に、平成３０年 2 月１６日（金）、浜松市のアクトシティ浜
松コングレスセンターで「しずおか健康づくりサポーター連携・協働のつどい（西部会場）」を開催しました。
　同つどいは、平成２９年６月１６日に中部会場（グランシップ）、１２月６日に東部会場（プラサヴェルデ）
で開催しており、今回が本年度最後の開催となります。
　県民の皆様にも構成組織やサポーターの活動を知っていただくため、広く参加を呼びかけたところ、199 人
が参加してくださいました。

〈講演会〉演題：「健康づくりはあなたが主役　～運動習慣を身につけて元気長寿」
　　　　　講師：筑波大学体育系教授　田中喜代次氏

〈ブース展示〉…１２企業・団体

〈活動事例発表〉…９企業・団体

しずおか健康づくりサポーター
連携・協働のつどい （西部会場）開催

すこやか長寿 78 号 14

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）



　

静
岡
県
で
は
、
定
年
退
職
や
子
ど
も
の
独
立
な

ど
に
よ
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
る
世

代
の
方
を
対
象
に
、
静
岡
県
が
推
奨
す
る
「
健
康

長
寿
の
３
要
素
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
社
会
参
加
」

を
促
進
す
る
た
め
の
「
ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活

躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
28
年
度
に
、
社
会
参
加

に
よ
る
介
護
予
防
と
地
域
の
支
え
手
と
し
て
社
会

参
加
す
る
方
の
増
加
を
目
的
に
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
に
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
を
湖
西
市
、
磐
田

市
、
袋
井
市
、
島
田
市
、
藤
枝
市
、
静
岡
市
、
御

殿
場
市
の
７
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
様
な
社
会
参
加
を
学
ぶ
実
習
・
講
習

は
、
フ
ェ
ア
を
実
施
し
た
７
市
に
加
え
、
伊
豆
市

の
計
８
市
で
開
催
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者

は
延
べ
３
１
３
９
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
地
域
の
中
で
自
分
の
特
技

を
活
か
せ
る
場
所
を
見
つ
け
た
り
、
住
民
の
集
い

の
場
を
開
設
す
る
な
ど
、
地
域
の
支
え
手
と
し
て

社
会
参
加
活
動
を
始
め
た
方
も
お
り
、
少
し
ず
つ

成
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
御
殿
場
市
で
は
、
平
成
28
年
10
月
に
開

催
し
た
「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
た

方
の
中
か
ら
30
人
が
、

11
月
の
「
生
活
支
援
応

援
講
座
」
で
、
講
義
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
居
場
所
の
必
要
性
や
立
ち
上
げ
方
の
具
体

的
な
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
に
は
、
大
人
の
社
会
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
で
実
際
に
居
場
所
を
見
学
し
、
運
営
し
て
い

る
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
地
域
に

居
場
所
が
必
要
だ
」
と
感
じ
た
修
了
生
が
集
ま

り
、
地
元
商
店
街
の
協
力
を
得
て
、
居
場
所
の
企

画
・
運
営
を
行
う
「
模
擬
居
場
所
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

模
擬
居
場
所
で
は
、
ま
ず
は
居
場
所
を
地
域
住

民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
運
営
方

法
等
を
自
ら
が
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
29

年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
、
２
回
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
多
く
の
方
が
居
場
所
に
立
ち
寄
り
、

地
域
住
民
同
士
の
交
流
が
育
ま
れ
た
ほ
か
、
修
了

生
も
「
私
た
ち
に
も
で
き
る
」
と
の
思
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
３
名
の
方
が

平
成
29
年
度
に
、
地
域
住
民
誰
で
も
集
う
こ
と
が

で
き
る
《
居
場
所
》
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
立
上
げ

ま
し
た
。
運
営
形
態
は
、空
き
家
を
活
用
し
た
り
、

地
域
の
公
民
館
を
利
用
し
た
り
、
様
々
で
す
。

　

居
場
所
に
は
、
地
域
で
生
活
を
し
て
い
る
方
が

参
加
し
、
お
茶
を
飲

ん
で
談
笑
し
た
り
認

知
症
予
防
の
ゲ
ー
ム

を
行
っ
た
り
と
、
思

い
思
い
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
年

齢
を
問
わ
ず
、
地
域

の
お
元
気
な
方
が
、
居
場
所
を
運
営
し
た
り
、
自

治
会
役
員
を
引
き
受
け
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
住
民
同
士
で
助
け
合
う
な
ど
、
地
域
で

必
要
と
さ
れ
て
い
る
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

本
人
の
や
り
が
い
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
来
年
度

も
、
県
内
各
地
で
様
々
な
「
社
会
参
加
」
を
促
進

す
る
活
動
を
展
開
し
、
県
民
の
皆
様
を
ま
す
ま
す

元
気
に
、
ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」
や

実
習
・
講
習
の
情
報
は
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.soukatsu-pjt.com

静
岡
県
健
康
福
祉
部
長
寿
政
策
課

すこやか長寿 78 号15

ふじのくに壮年熟期活躍プロジェクト

社
会
参
加
で
地
域
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

④



　

海
に
浮
か
ぶ
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
、「
海
ほ
た
る
」
か
ら
、「
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
開
通
20
周
年
」
を
記
念
し

て
、
東
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
）
職
員
の
案
内
で
、
海
底

ト
ン
ネ
ル
を
見
学
し
ま
し
た
。
緊
急

時
以
外
は
な
か
な
か
通
れ
な
い
通
路

を
歩
い
た
あ
と
、
ト
ン
ネ
ル
サ
イ
ズ

に
合
わ
せ
た
、
小
型
消
防
車
・
救
急

車
な
ど
を
見
学
。

　

実
際
に
使
用
し
た
巨
大
カ
ッ
タ
ー

前
で
は
、
そ
の
大
き
さ
・
重
量
に
圧

倒
さ
れ
、
日
本
の
掘
削
技
術
の
高
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鋸
山
日
本
寺
で
は
、
登
山
自
動
車

道
を
利
用
し
、
西
口
管
理
所
か
ら
山

　

新
年
早
々
、
厳
し
さ
満
載
の
防
衛

省
見
学
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

見
学
し
た
施
設
は
、
戦
後
の
官
公
庁

建
設
で
は
最
大
規
模
、
約
１
万
人
の

職
員
が
勤
務
す
る
た
め
に
必
要
な
施

設
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京

裁
判
・
旧
便
殿
の
間
、
三
島
由
紀
夫

事
件
現
場
な
ど
、
一
度
は
見
た
い
、

で
も
、
一
度
で
満
足
の
現
場
体
験
で

し
た
。

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

山
頂
に
切
り
立
つ
険
し
い
崖
に
囲

ま
れ
た
大
観
音
石
像
「
百
尺
観
音
」

や
、
東
京
湾
、
全
関
東
を
一
望
出
来

る
「
地
獄
の
ぞ
き
」
を
目
指
し
て
、

全
員
が
急
階
段
を
登
り
切
り
ま
し

た
。「
地
獄
の
ぞ
き
、
の
ぞ
け
た
か

な
？
」。

　

下
り
で
は
、
日
本
一
の
大
仏
さ
ま

「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
」
が
彫
ら
れ
て

い
る
大
仏
広
場
ま
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
下
っ
て
い
き
、
皆
様
の
健
脚
ぶ

り
に
圧
倒
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

ＮＨＫスタジオパーク見学中

防衛省市ヶ谷記念館前にて～ちょっと緊張します～

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
ま
る
ご
と
楽
し
む
体

験
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、　
「
ス
タ
ジ
オ

パ
ー
ク
」
で
は
、
ど
ー
も
く
ん
が
、

向
か
え
て
く
れ
る
中
、
生
中
継
の
様

子
、
懐
か
し
の
ド
ラ
マ
の
再
現
、
ア

フ
レ
コ
体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

厳
し
さ
あ
り
、
楽
し
さ
あ
り
の
一

日
、
皆
様
、
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

鋸山頂上から
地獄のぞき

海ほたるＰＡに展示してある
トンネル掘削機カッター前にて

すこやか長寿 78 号 16

11
月
30
日

海
ほ
た
る
Ｐ
Ａ
地
下
通
路
見
学
と

鋸
山
日
本
寺
拝
観

財団会員事業レポート

1
月
5
日
、9
日
、12
日

防
衛
省
見
学
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク



　

演
目
は
「
世
界
花
小
栗
判
官
」。

尾
上
菊
五
郎
の
盗
賊
風
間
八
郎
、
尾

上
菊
之
助
の
小
栗
判
官
兼
氏
、
中
村

時
蔵
の
細
川
政
元
・
万
屋
後
家
お
槙
、

尾
上
松
録
の
漁
師
浪
七
、
お
馴
染
み

の
俳
優
陣
が
揃
い
、
初
春
に
ふ
さ
わ

し
い
、
華
や
か
さ
と
楽
し
さ
に
溢
れ

た
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
東
部
地
区
の
皆
様
は
、

会
員
事
業
始
ま
っ
て
以
来
の
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
深
夜
の
帰
宅
と
な
っ
て

し
ま
い
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

御
協
力
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歌
舞
伎
座
百
三
十
年
に
ふ
さ
わ
し

い
、
高
麗
屋
三
代
、（
松
本
幸
四
郎

改
め
二
代
目
松
本
白
鸚
、
市
川
染
五

郎
改
め
十
代
目
松
本
幸
四
郎
、
松
本

金
太
郎
改
め
八
代
目
市
川
染
五
郎
。）

歴
史
的
襲
名
披
露
公
演
を
観
劇
。

　

演
目
は
「
春
駒
祝
高
麗
」、
襲
名

の
幕
開
き
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
、

華
や
か
な
舞
踊
が
舞
台
を
彩
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
阿
呆
の
姿
に
隠
さ
れ
た

真
の
思
い
、「
一
條
大
蔵
譚
」（
松
本

幸
四
郎
）、
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
、

「
暫
」（
市
川
海
老
蔵
）、最
後
に
、「
井

伊
大
老
」
の
、
豪
華
な
舞
台
で
し
た
。

　

東
海
道
五
十
三
次
33
番
目
の
宿

場
、「
二
川
宿
」
で
は
、「
本
陣
ひ
な

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
豪

華
な
御
殿
飾
り
、七
段
飾
り
を
初
め
、

市
松
人
形
や
天
神
、
つ
る
し
飾
り
な

ど
、数
千
点
も
の
雛
飾
り
に
囲
ま
れ
、

時
間
を
忘
れ
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
方

た
ち
も
お
り
、
本
陣
よ
り
も
興
味
が

あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

伊
良
湖
岬
灯
台
「
恋
路
ヶ
浜
」
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
も
、
穏
や
か
な
天
候
に

2
月
16
日

旧
東
海
道
二
川
宿
本
陣
と

潮
騒
の
伊
良
湖
岬
灯
台
＆
菜
の
花
畑

恵
ま
れ
、
風
も
無
く
、
こ
の
時
期
で

は
珍
し
い
絶
好
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日

和
と
な
り
ま
し
た
。島
崎
藤
村
の「
椰

子
の
実
」
を
思
い
出
し
な
が
ら
小
石

を
集
め
る
方
も
お
り
、
菜
の
花
広
場

で
は
、
黄
色
の
絨
毯
を
一
面
に
敷
き

詰
め
た
景
色
に
「
ワ
ァ
～
」
の
歓
声

と
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

（
今
回
の
企
画
・
運
営
は
、
柴
田
、

一
杉
、
鈴
木
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
）

初春の国立劇場前にて

二川宿本陣内のつるし飾り前にて

伊良湖岬灯台前を軽やかにウォーキング
撮影：勝呂武さん

花道西側１～ 10 列での観劇は
いかがでしたか？

すこやか長寿 78 号17

2
月
22
日

財団会員事業レポート

1
月
10
日
、22
日

国
立
劇
場

初
春
歌
舞
伎
公
演

歌
舞
伎
座
公
演



スポーツ等を通じて高齢者の健康づくり・生きがいづくりの促進と参加者同士の交流を図ることを目的に開

催します。競技種目は昨年度からビーチボール、カローリング、川柳の 3種目が増え、34種目で実施（下表）

します。うち 27種目（下表色付）は「ねんりんピック富山 2018」の本県代表予選会を兼ねています。

≪大 会 期 間≫	 平成 30 年４月 21日（土）	～	６月 30 日（土）
≪総合開会式≫	 平成 30 年４月 21日（土）　草薙総合運動場	体育館　9：30 ～ 10：30
≪参 加 資 格≫	 昭和 34 年４月１日以前生まれの県内在住者

新規種目：カローリング（左写真）
　カローリングは、カナダや北欧の国々で親
しまれている氷上のスポーツ「カーリング」
からヒントを得て誕生したスポーツです。

新規種目：ビーチボール（右写真）
　2 つのチームがバドミントンコート上で
ネットごしにビーチボールをボレーで打ち合
い、得点を競います。

「第29回すこやか長寿祭スポーツ・文化交流大会」を開催します

すこやか長寿 78 号 18

財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

〒 420-0856 静岡市葵区駿府町１番 70 号

Tel 054-253-4221　Fax 054-253-4222
ホームページ http://www.sukoyaka.or.jp（財団）

http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
電子メール ikigai@sukoyaka.or.jp

ご参加お待ちしてま〜す

種　目 開催日 会　　場 種　目 開催日 会　場

卓　球 4月22日 (日 ) 草薙総合運動場体育館 ボウリング 5月19日 (土 ) 掛川毎日ボウル

テニス 5月12日 (土 ) 静岡市有度山総合公園運動施設テニスコート ターゲット・バードゴルフ 5月13日 (日 ) 東新田スポーツ広場ターゲット・バードゴルフ場

ソフトテニス 5月19日 (土 ) 静岡市有度山総合公園運動施設テニスコート バウンドテニス 5月13日 (日 ) 静岡市南部体育館

ソフトボール 5月19日(土)・20日(日) 静岡市田町緑地スポーツ広場 オリエンテーリング 6月 3日 ( 日 ) 富士山こどもの国

ゲートボール 5月 9日 ( 水 ) 天城ドーム パークゴルフ 5月20日 (日 ) 富士山樹空の森パークゴルフ場

ペタンク 5月19日 (土 ) 伊豆の国市韮山運動公園多目的広場 インディアカ 5月13日 (日 ) 牧之原市相良 B＆ G海洋センター

ゴルフ 5月14日 (月 ) 藤枝ゴルフクラブ（西－東） 水　泳 4月29日 (日 ) 静岡県立水泳場

マラソン 4月30日 (月 ) 小笠山総合運動公園エコパスタジアム ラグビーフットボール 5月19日 (土 ) 小笠山総合運動公園エコパスタジアム

弓　道 5月12日 (土 ) 静岡県武道館弓道場 ビーチボール【新規】 5月27日 (日 ) 可美協働センター付設体育館

剣　道 5月12日 (土 ) 静岡県剣道連盟養浩館 カローリング【新規】 4月22日 (日 ) あしたか太陽の丘体育館

グラウンド・ゴルフ 5月13日 (日 ) 島田市グラウンド・ゴルフ場 囲　碁 4月21日 (土 ) 裾野市民文化センター多目的ホール

なぎなた 5月20日 (日 ) 静岡県武道館第一道場 将　棋 4月22日 (日 ) 島田市民総合施設プラザおおるり 3階

太極拳 5月13日 (日 ) 焼津市総合体育館 健康マージャン 5月 5日 ( 土 ) 静岡県総合社会福祉会館 703 会議室

ウォークラリー 4月29日 (日 ) 静岡市　集合場所：藁科生涯学習センター オセロ 4月21日 (土 ) 草薙総合運動場体育館　１階役員室

ソフトバレーボール 4月21日 (土 ) 草薙総合運動場体育館 かるた 5月27日 (日 ) 静岡市市民文化会館第 5・6会議室

サッカー 5月19日 (土 ) 藤枝総合運動公園サッカー場 俳　句 2/1～ 4/30 募集句受付 表彰 6/23　静岡県男女共同参画センター

ダンススポーツ 5月27日 (日 ) 三島市民体育館 川　柳【新規】 5/1～ 6/30 募集句受付 表彰 11/3　アクトシティ浜松コングレスセンター

※詳細は財団にお問合せください（種目により受付終了の場合があります）。



　

財
団
の
会
員
に
な
っ
て
、
健
康
増
進
や
生

き
が
い
づ
く
り
・
会
員
相
互
の
交
流
促
進
の

た
め
の
各
種
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

●
資
格　
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す

●
会
費

　

年
三
千
円
（
個
人
）、
年
四
千
円
（
ペ
ア

２
名
）、
年
五
千
円
（
ペ
ア
３
～
５
名
）
※

４
～
６
月
入
会
の
場
合
は
、
初
年
度
会
費
は

４
分
の
３
と
な
り
ま
す
。

●
研
修
旅
行

　

健
康
ウ
ォ
ー
ク
・
史
跡
め
ぐ
り
・
健
康
講

座
（
随
時
）、観
劇
（
左
記
）
等
に
参
加
（
有

料
）
で
き
ま
す
。

★
浜
松
市
天
竜
区
大
栗
安
の
棚
田
ウ
ォ
ー　

ク
と
、
く
ん
ま
水
車
の
里
（
９
月
）

★
最
高
裁
判
所
と
羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト

　
（
ヤ
マ
ト
運
輸
）
見
学
（
12
月
）

★
国
立
劇
場
初
春
歌
舞
伎
公
演

　
（
平
成
31
年
１
月
10
日
）

●
割
引
特
典

　

旅
行
会
社
ツ
ア
ー
や
公
演
・
講
座
等
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
情
報
提
供

　

本
誌
「
す
こ
や
か
長
寿
」
な
ど
の
健
康
情

報
を
お
届
け
し
ま
す

は
つ
ら
つ
ネ
ッ
ト
ふ
じ
の
く
に

会
員
募
集

すこやか長寿 78 号19
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60 歳を過ぎたら、シルバー人材センターで働いて
みませんか？
各市町シルバー人材センターにて技能講習実施中

《事例》

＜問合せ先＞

公益社団法人 静岡県シルバー人材センター連合会　　http://shizuoka-ksjc.ne.jp

静岡県静岡市葵区黒金町 5 番地の 1　静岡県勤労者総合会館 4 階　TEL 054-254-7240

　シルバー人材センターが高齢者に人手不足分野等で就業する機会を円滑に提供できるよう

にするために、静岡県シルバー人材センター連合会が静岡労働局から受託して高齢者に人手

不足分野等での就業に必要な能力を習得していただけるように技能講習等も実施しています。

★技能講習対象者

１ 静岡県内在住者でシルバー人材センターで

　 の就業を希望する６０歳以上の方。

２ シルバー人材センターの会員でない方、

　 各地域のシルバー人材センターへの入会

　 が条件となります。

　技能講習内容・受講申し込み方法につきま

しては今後決定次第順次、新聞折込み広告や

ホームページ等にて公開していきます。

※詳しくは、お住まいの市町の各シルバー

　人材センターへお問合せください。

チエブクロー

① 高齢者の生活の安定、生きがいの

　 向上、健康の維持・増進

② 企業の人手不足の解消

③ 地域社会・経済の維持・発展等

あなたの生きがい、きっと、ここにあります

のために重要です。

　高齢化や労働力人口の減少が進行

する中、人手不足分野や現役世代を支

える分野での高齢者の就業の促進は、


